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　本書は12の古典研究を取り上
げ，それが実施された時代背景と
ともに詳細に解説した本です。多
くの人が一度は聞いたことがある
有名な実験も，その細部には様々
な工夫がなされています。教科書
による概要把握だけでは知ること
ができないような古典研究の細部
を本書は示してくれています。
　ただもちろん，それだけならば
原典を直接読んだ方が良いでしょ
う。本書の最大の特徴は，古典研
究がその後どのような研究領域を
産み出したのかを詳述している点
にあります。例えばビブ・ラタネ

　1986年11月 に シ カ ゴ で 初 め
てジェーン・グドールさんにお
会 いし た。 著 書Chimpanzees of 
Gombe: Patterns of behaviorの出
版記念で，チンパンジー研究者が
初めて一堂に会した。わたしはチ
ンパンジー・アイの話をした。最
前列で聞いていた彼女が，「とこ
ろでアイはふだんどうしている
の？」とたずねた。今でいう福祉
のことを聞いているのだ。「勉強
が終わると仲間と一緒に運動場で
暮らしています」と答えた。にっ
こりとほほ笑んでくれた。同年2
月にギニアのボッソウに行って野

による巧みな実験によって有名に
なった援助行動における傍観者効
果の現象は，近年社会的アイデン
ティティという観点から再検討さ
れつつあることなどは知らない人
も多いかもしれません。
　「社会心理学・再入門」と題さ
れた本書は，古典を入り口とし，そ
の領域にまさに再び入門すること
ができる良書と言えるでしょう。
　最後に質問です。上記の社会的
アイデンティティの観点からの傍
観者効果の研究で，実験で利用さ
れたスポーツはさて一体何でしょ
うか？　答えは本書の12章で！

生チンパンジーの暮らしを見た。
それから毎年，アフリカの野外調
査と日本の認知研究を並行して進
めている。雑誌『発達』に長期
連載しているご縁があってこの大
著を翻訳することにした。原題は

「ゴンベのチンパンジー：行動パ
ターン」とつつましいが，これ以
上のものはないほどに，野生チン
パンジーのことなら何でも書いて
ある。原著出版から30年たっても
まったく色あせない。このたび，
彼女のコスモス賞の受賞に合わせ
て新装再刊された。ぜひ多くの方
に手に取ってほしい本である。
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